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共栄小学校 保健室 

 新学期が始まり、子どもたちの元気な声が学校に戻ってきました。疲れが出やすい時期でもありますの

で体調管理には十分に気を付けたいですね。さて、9 月は防災月間であり、「防災の日」や「救急の日」

があります。今月の保健だよりでは、もしもの時に役立つ防災の備えと新しい傷の手当方法として注目さ

れている「湿潤療法」についてご紹介します。ぜひご一読いただき、ご家庭での安心・安全にお役立てく

ださい。 

 

 災害時にもつながりやすい公衆電話を使って、

緊急通報の練習ができるようにしました。スマー

トフォンが主流の今、使い方を知らない子どもた

ちが増えています。いざという時に慌てないよ

う、使い方を覚えておくことが大切です。 

 また、便利なスマートフォンに頼るあまり、自

分の家の住所や保護者の電話番号を言えないお子

さんも少なくありません。これを機会に、ご家庭

でも以下の情報を覚える練習をしてみてはいかが

でしょうか。 

 

・自分の名前と保護者の名前 

・自宅の住所と電話番号 

 

「もしも」はいつ起こるかわかりません。日頃か

らご家族で命を守る備えをしていきましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 湿潤療法（モイストヒーリング）とは、擦り傷ができた時に「よく洗う」「消毒しない」「乾かさない」

を 3 原則として行う治療法です。 

湿潤療法のメリット 

・傷が比較的早く治る 

  傷を治すための成分である浸出液で傷口が常に満たされているため、治療も比較的早くなります。 

・痛みが軽減される 

  ガーゼで覆った場合、浸出液が吸収されて傷口が乾燥してしまうことがあります。ガーゼを取り替え

る時などに、新たにできた皮膚も引っ張られ痛みを伴います。 

・傷跡が残りにくい 

  傷口を湿潤状態に保つことで、かさぶたが作られず、皮膚組織がスムーズに再生されます。 

 

・傷口に石や砂、ごみが残っていると、感染の原因となるので優しくこすりながら

取り除く。 

・ガーゼで水分をふき取り、出血している場合はガーゼでおさえて止血します。 洗う 

 

・傷を乾かさないように、湿潤療法用の保護材を傷口にあてます。 

・ラップでも代用できますが、傷口から浸出液が大量に出るため洋服を汚す可能性

が高いので気をつけましょう。 保護 

 

・治療中は浸出液がたくさん出ます。保護材が白く膨らんできますが、それは浸出

液のせいです。 

・傷が薄いピンク色になり、新たな皮膚ができれば完了です。 完了 

◇学校では湿潤療法用の絆創膏を用意できないため（通常の絆創膏より高価です）保健室では、水道水で

しっかり洗い、傷を乾燥させないようにワセリンを塗布したガーゼや絆創膏で保護する、といった応急

手当を実施しています。お子様の帰宅後は、傷の様子を確認していただき、従来の手当（消毒＋ガー

ゼ、絆創膏）もしくは、今回ご紹介した湿潤療法を行ってください。 


